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特
集

ＩＣＴと地域づくり
第3回 農業分野におけるＩＣＴの利活用

　就業人口の減少、輸入農産物の増加など、農業を取り巻く環境は大きく変化しています。一方でＩＣＴ
を活用し、作業効率のアップや出荷時期の適正化などへの取り組みも着々と進行しています。国も標準
化ガイドライン（「農業情報創成・流通促進戦略」に係る個別ガイドライン）の策定を進め、さらに農業の
ノウハウを知的財産として保護し、活用する指針を策定し、今後の農業振興策のポイントとしてＩＣＴ活
用を位置付けています。
　「ＩＣＴと地域づくり」の第３回となる今回は、農業にＩＣＴを積極的に活用する都市自治体の事例を紹介
しながら農業分野でのＩＣＴ活用の未来を探ります。

寄稿 1 スマート農業の現状と可能性
九州大学大学院農学研究院教授　南石晃明

寄稿 2 スマート農業の社会実装による地方創生
岩見沢市長　松野　哲 

寄稿 3
ICTを用いて
活力と創造力のあるまちの実現へ
袋井市長　原田英之 

寄稿 4 ICTで獣害のない安心安全な島づくり
五島市長　野口市太郎
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1寄稿

　

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は

　

農
林
水
産
省
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
超
省
力
・
高
品
質
生
産
を
実
現
す

る
新
た
な
農
業
」を「
ス
マ
ー
ト
農
業
」と
し
て
い

る
。「
ス
マ
ー
ト
（Sm

art

）」
に
は
、
機
敏
、
頭
の

よ
い
、
賢
明
、
気
の
利
い
た
、
洗
練
さ
れ
た
と

い
っ
た
意
味
が
あ
る
の
で
、「
刻
々
と
変
化
す
る

状
況
変
化
に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か
で
、
洗
練

さ
れ
た
最
適
な
生
産
管
理
や
経
営
管
理
を
迅
速

に
行
う
農
業
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
従
来
は
、
匠た
く
み
の
技
を
持
つ
熟
練
農
家
（
篤
農

家
）
が
、
五
感
を
セ
ン
サ
と
し
て
作
物
や
家
畜
の

生
育
状
態
、
気
象
や
農
地
の
条
件
な
ど
を
き
め

細
や
か
に
感
じ
取
り
、
刻
々
と
変
化
す
る
状
況

変
化
に
応
じ
た
最
適
な
農
作
業
を
高
度
な
技
能

に
よ
り
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
洗

練
さ
れ
た
農
業
を
、
一
定
以
上
の
規
模
で
行
う

た
め
に
は
、
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）や
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
（
Ｒ
Ｔ
）
の
活
用
が
必
要
な
時
代
に
な
っ

て
い
る
。

　

農
業
分
野
に
お
け
る 

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
費
用
対
効
果

　

図
１
は
、
全
国
の
１
７
０
０
社
以
上
の
農
業
法
人

を
対
象
に
筆
者
ら
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
示
し
て
い
る（
回
答
数
は
約
４
０
０
社【
う
ち

８
割
以
上
が
会
社
】、
詳
細
は
文
献
１
を
参
照
さ
れ

た
い
）。「
費
用
を
大
き
く
上
回
る
効
果
が
あ
っ
た
」

「
費
用
を
上
回
る
効
果
が
あ
っ
た
」「
費
用
に
見
合
っ

た
効
果
が
あ
っ
た
」を
合
わ
せ
た
も
の
を「
費
用
対
効

果
が
１
以
上
」
と
す
る
と
、
以
下
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
。「
費
用
対
効
果
が
１
以
上
」
の
回
答
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
、
取
引
先
の
信
頼
向
上（
81
・
７
％
）で

あ
る
。
こ
れ
に
次
い
で
財
務
体
質
強
化（
81
・
２
％
）、

経
営
の
見
え
る
化
（
81
・
１
％
）、
経
営
戦
略
・
計

画
の
立
案（
79
・
８
％
）、
リ
ス
ク
管
理（
75
・
３
％
）、

生
産
効
率
化（
75
・
０
％
）、
経
費
削
減（
71
・
６
％
）、

農
作
業
の
見
え
る
化
（
70
・
２
％
）、
販
売
額
増
加

（
69
・
１
％
）、
人
材
育
成
・
能
力
向
上（
67
・
３
％
）の

順
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
項
目
で
、「
費

用
対
効
果
が
１
以
上
」
と
回
答
し
た
農
業
法
人
が
、

約
７
〜
８
割
に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

ス
マ
ー
ト
農
業
の
現
状
と
可
能
性

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
教
授　

南な
ん
せ
き石
晃て

る
あ
き明

取引先の信頼向上
財務体質強化
経営の見える化

経営戦略・計画の立案
リスク管理
生産効率化
経費削減

農作業の見える化
販売額増加

人材育成・能力向上
その他

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％
費用を大きく
上回る効果があった

費用を上回る
効果があった

費用に見合った
程度の効果があった

効果はあったが
費用を下回った

全く効果は
なかった

図1 　目的別のICT活用の費用対効果

出典：文献1（南石ら 2016）
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の
法
人
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
費
用
対
効
果
が
1
以
上

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
し
ば
し
ば
、「
農
家
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
話
が
聞
か
れ
る
。
ど

ち
ら
が
現
実
な
の
で
あ
ろ
う
か
？　

筆
者
は
ど
ち
ら

も
正
し
い
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
に
回

答
し
た
法
人
の
平
均
売
上
高
は
３
・
１
億
円
で
あ
り
、

常
勤
従
事
者
数
は
15
・
５
人
（
＝
役
員
＋
正
規
従
業

員
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
し
て
、
多
く
の
農
家
は
家
族

だ
け
で
農
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
ま
だ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
必

要
と
す
る
場
面
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

　

農
業
分
野
に
お
け
る 

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

　

図
２
は
、
筆
者
ら
が
実
施
し
て
い
る

「
農
匠
ナ
ビ
１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
農
林
水
産
省
予
算
に
よ
る
農
研
機
構「
革

新
的
技
術
開
発
・
緊
急
展
開
事
業
」
の
一

環
）
の
全
体
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。

農
作
業
情
報
、
水
田
圃ほ
じ
ょ
う場

の
環
境
情
報
、

水
稲
の
生
体
情
報
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
、
写
真
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
読
み
取
り
）、

水
田
セ
ン
サ
、
Ｉ
Ｔ
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
、
圃
場
別
に
各

種
デ
ー
タ
を
計
測
・
収
集
し
、
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
営
農
可
視
化
シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ｖ
Ｓ

の
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
へ
送
信
し
、「
稲

作
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」と
し
て
蓄
積
・
共
有
・

可
視
化
・
解
析
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
Ｆ

Ｖ
Ｓ
ス
マ
ホ
・
水
田
セ
ン
サ
、
Ｉ
Ｔ
コ
ン

バ
イ
ン
な
ど
で
収
集
さ
れ
た
作
業
、
環

境
、
生
体
情
報
の
統
合
と
見
え
る
化
を
行

う
の
で
あ
る
。
熟
練
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・

技
能
の
見
え
る
化
に
よ
る
作
業
精
度
・
能

率
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
デ
ー
タ
の
集
計
・
解
析
結
果
に

基
づ
い
て
、
気
象
・
市
場
変
動
リ
ス
ク
に
対
応
し

た
経
営
管
理
・
生
産
管
理
・
作
業
管
理
の
支
援
を

行
う
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
技
術
・

経
営
デ
ー
タ
総
合
化
や
Ｆ
Ａ
Ｐ
Ｓ
経
営
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
営
農
最
適
化
・
経
営
の
見
え

る
化
（
営
農
リ
ス
ク
を
考
慮
）
に
よ
る
経
営
改
善
を

目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
密
度
栽
培
や
流
し

込
み
施
肥
な
ど
の
省
力
・
低
コ
ス
ト
技
術
、
移
植

栽
培
と
直
播
栽
培
の
組
み
合
わ
せ
、
Ｆ
Ｖ
Ｓ
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
生
産
管
理
の
能
率
・
精
度
の
向
上

等
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
低
減
な
ど
が
実
証
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
を
代
表
す
る
先
進
稲
作
経
営
で
あ
る
農
業

法
人
４
社
の
約
１
０
０
０
圃
場
を
対
象
に
、
こ
う
し

た
デ
ー
タ
収
集
・
解
析
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
Ｆ
Ｖ

Ｓ
ス
マ
ホ
・
水
田
セ
ン
サ
、
Ｉ
Ｔ
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど

で
収
集
さ
れ
た
作
業
、
環
境
、
生
体
情
報
の
統
合
と

見
え
る
化
で
は
、
圃
場
別
の
収
量
格
差
が
当
初
想
定

よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
圃
場
別
の
収
量
、
土
壌
分
析
、
生
育
調
査
、
水

田
の
水
位
・
水
温
な
ど
の
膨
大
な
デ
ー
タ
の
解
析
に

よ
り
、
水
管
理
改
善
に
よ
っ
て
収
量
向
上
の
可
能
性

も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
熟
練
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
能
の
見
え
る

化
に
よ
る
作
業
精
度
・
能
率
向
上
に
関
し
て
は
、
農

機
用
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
や
市
販
の
ア
ウ
ト
ド
ア
用

小
型
カ
メ
ラ
な
ど
を
活
用
し
て
熟
練
者
の
農
作
業
映

像
や
作
業
軌
跡
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
熟
練
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
能
の
見
え
る
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
図
３
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
作
業
を
視
野
の
異
な
る

図2 　「農匠ナビ1000」プロジェクトの全体イメージ

出典：文献1（南石ら 2016）
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複
数
の
カ
メ
ラ
で
録
画
し
た
映
像
を
、
営
農
可
視
化

シ
ス
テ
ム
Ｆ
Ｖ
Ｓ
ビ
ュ
ア
ー
を
用
い
て
自
動
同
期
し

て
作
成
し
た
農
作
業
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
例
を
示
し
て

い
る
。
初
心
者
が
熟
練
者
の
農
作
業
映
像
を
事
前
視

聴
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
田
植
機
な
ど
の
農

業
機
械
の
操
作
が
熟
練
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
技
能
向
上
に
よ
り
作
業
効

率
が
高
ま
り
、
生
産
コ
ス
ト
が
３
割
程
度
低
減
で
き

る
こ
と
も
、
筆
者
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題

　

農
業
技
術
の
主
要
な
研
究
開
発
目
標
が
食
料
増
産

で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
国
立
農
業
研
究
機
関
が
基
礎

技
術
を
研
究
し
、
公
立
農
業
試
験
場
が
地
域
の
条
件

に
応
じ
た
技
術
改
良
を
行
い
、
農
業
改
良
普
及
組
織

が
農
家
へ
農
業
技
術
を
普
及
す
る
と
い
う
直
線
的
な

研
究
開
発
普
及
モ
デ
ル
が
有
効
に
機
能
し
て
い
た
。

換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
の
研

究
開
発
モ
デ
ル
で
あ
り
、
社
会
的
に
必
要
と
さ
れ
る

農
業
技
術
の
仕
様
が
明
確
な
時
代
に
合
致
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
食
料
の
安
全
性
や
機
能
性
、
農
業
生
産

の
コ
ス
ト
や
環
境
負
荷
な
ど
、
現
代
の
農
業
経
営
に

は
多
様
な
社
会
的
要
請
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
農
産
物
に
対
す
る
消
費
者
嗜し
こ
う好

の
変
化
も
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
農
業
経
営
の
形
態
も
戦
略
も
多
様

化
し
て
お
り
、
従
来
の
研
究
開
発
普
及
モ
デ
ル
の
課

題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
先
進
諸
国
で
は
、

こ
う
し
た
技
術
普
及
モ
デ
ル
が
現
実
に
合
わ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る（
詳
細
は
文
献
２
参
照
、

南
石
ら
２
０
１
４
）。

　

そ
こ
で
、
農
匠
ナ
ビ
１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
先
進
的
稲
作
経
営
４
社
に
共
同
研
究
機
関
と
し

て
参
画
い
た
だ
き
、
実
際
に
農
業
技
術
を
使
用
す
る

稲
作
経
営
が
真
に
必
要
な
技
術
開
発
が
な
さ
れ
る
工

夫
を
行
っ
て
い
る
。
農
業
経
営
が
必
要
と
す
る
農
業

技
術
の
研
究
開
発
を
、
農
業
経
営
が
主
導
し
、
民
間

企
業
、
国
公
立
研
究
機
関
、
大
学
な
ど
と
共
同
開
発

す
べ
き
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
情
報

通
信
技
術
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
生
産
管
理
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
そ
の
傾
向
が
強
い
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
研
究
開
発
実
践
モ
デ
ル
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
型
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
を
組
み
合
わ
せ
た

新
た
な
農
業
技
術
開
発
実
践
モ
デ
ル
と
も
い
え
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
農
業
用
セ
ン
サ
、
自
動
走
行
農
業
機

械
、
農
業
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農

業
の
要
素
技
術
が
実
用
化
・
商
品
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）や
ロ
ボ
ッ
ト
技

術（
Ｒ
Ｔ
）を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
営
農
現
場
で
超

省
力
・
高
品
質
生
産
を
実
際
に
実
現
で
き
る
か
は
、

農
業
経
営
の
力
量
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
い
え

る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
可
能
性
を
追
求
し
、
農
業
革

新
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
農
業
経
営
が
主
導
す
る

産
官
学
の
さ
ら
な
る
連
携
が
期
待
さ
れ
る
。
ス
マ
ー

ト
農
業
の
発
展
に
よ
り
、
高
品
質
農
産
物
の
安
定
供

給
や
低
コ
ス
ト
化
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
創
出
、
農

業
資
材
や
農
産
物
加
工
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
産
業

の
集
積
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

文
献

１
）�南
石
晃
明
ら［
編
著
］『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
時
代
の
稲
作
経
営
革
新
と

ス
マ
ー
ト
農
業
│
営
農
技
術
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
│
』（
養
賢
堂
、
２
０
１
６
年
）

２
）�南
石
晃
明
ら［
編
著
］『
農
業
革
新
と
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム

│
国
際
比
較
と
次
世
代
日
本
農
業
へ
の
含
意
』（
農
林
統

計
出
版
、
２
０
１
４
年
）

図3 　FVS PC-Viewerで作成した農作業映像コンテンツ例

出典：文献1（南石ら 2016）
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ス
マ
ー
ト
農
業
の

社
会
実
装
に
よ
る
地
方
創
生

岩い
わ
み
ざ
わ

見
沢
市
長
（
北
海
道
）　

松ま
つ
の野　

哲
さ
と
る

　

施
策
推
進
の
背
景

　

岩
見
沢
市
は
、
北
海
道
の
中
西
部
、
札
幌
市
や
新

千
歳
空
港
か
ら
約
40
㎞
に
位
置
し
、
北
海
道
内
を
結

ぶ
主
要
国
道
や
鉄
道
網
を
背
景
に
、
周
辺
産
炭
地
に

て
産
出
さ
れ
る
石
炭
や
農
産
物
等
に
関
す
る
物
流
の

結
節
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
行
政
面
積（
４
万
８
１
０
２
ha
）の
約
42
％

を
占
め
る
農
地
は
、
広
大
で
肥
よ
く
な
土
地
と
石
狩

川
水
系
の
豊
富
な
水
資
源
を
生
か
し
、
水
稲
や
小
麦
、

大
豆
、
玉
ネ
ギ
等
い
わ
ゆ
る
土
地
利
用
型
農
業
を
中

心
と
し
た
国
内
有
数
の
食
料
供
給
基
地
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
転
換
や
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に
伴
い
経
済
活
動
は
停
滞

し
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
も
急
速
に
進
ん
で
い

る
状
況
に
あ
る
な
ど
、「
人
口
減
少
対
策
」や
農
業
を

は
じ
め
と
す
る「
経
済
活
性
化
対
策
」が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
策
の
推
進

　

こ
の
よ
う
な
社
会
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）活
用
に
よ
る「
市
民
生
活
の
質

的
向
上
」と「
地
域
経
済
の
活
性
化
」を
掲
げ
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
拠
点
施
設
で
あ
る

「
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」（
平
成
９
年
）開

設
を
皮
切
り
に
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
」（
平
成

11
年
）や「
新
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
平
成
16
年
）な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
施
設
を
開
設
。
ま
た
、
市

内
学
校
施
設
や
医
療
福
祉
施
設
、
主
要
公
共
施
設
を

結
ぶ
自
営
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網（
総
延
長
１
９
６
㎞
）を

は
じ
め
、
冷
涼
な
気
候
を
生
か
し
た
「
環
境
配
慮
型

ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」（
平
成
25
年
）
な
ど
高

度
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

校
教
育
分
野
や
医
療
分
野
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
利
活
用
の
社
会
実
装
を
推
進
し
て
い

る
。
特
に
、
小
学
校
全
学
年
の
希
望
者
を
対
象
と
す

る
「
Ｉ
Ｃ
タ
グ
活
用
型
児
童
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」（
平

成
19
年
度
〜
）で
は
、
対
象
児
童
の
87
％
が
利
用
し
、

95
％
が「（
利
用
に
よ
り
）安
心
感
が
高
ま
っ
た
」と
評

価
さ
れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
地
域
に
欠
か
せ
な
い
特

性
と
言
え
る
状
況
に
あ
る
。

　

農
業
が
抱
え
る
課
題

　

基
幹
産
業

の
ひ
と
つ
で
あ

る
農
業
分
野

に
お
い
て
、
市

内
営
農
者
人

口
は
20
年
前

と
比
較
す
る
と

49
・
５
％
減
少

し
、
高
齢
化

率
も
34
・
７
％

（
平
成
27
年
農

林
業
セ
ン
サ

ス
）
と
な
る
な

ど
、
本
市
全

体
の
動
向
と

同
様
に
人
口
の

減
少
や
高
齢

化
が
急
速
に

進
展
し
て
お

2寄稿

農家戸数等の推移

※農林業センサス、耕地および作付面積調査

区分 H7 H12 H17 H22 H27
総農家戸数 （戸） 2,380 2,076 1,743 1,398 1,265
農業就業人口 （人） 5,321 4,595 3,823 3,175 2,686
65歳以上の割合 （％） 22.6 29.1 34.3 33.3 34.7
1戸当たりの耕地面積 （ha） 8.4 9.6 11.4 14.2 15.7
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り
、
ま
た
、
農
家
一
戸
あ
た
り
の
経
営
面
積
は
約

15
・
７
ha
と
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
中
に
は
夫
婦
２
人

で
50‌

ha（
東
京
ド
ー
ム
10
個
相
当
）以
上
の
農
家
も
現

れ
て
い
る
。

　

今
後
、
本
市
の
農
業
を
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
農
作
業
の
効
率
化
な
ど
生
産

性
向
上
や
農
業
生
産
物
の
付
加
価
値
向
上
、
担
い
手

確
保
な
ど
多
く
の
課
題
を
有
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
28
年
１
月
に
策
定
し
た

「
岩
見
沢
市
総
合
戦
略
」で
は
、『「
農
」と「
食
」を
世

界
の
消
費
者
に
届
け
る
活
力
あ
る
産
業
を
育
む
ま

ち
』を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
る
と
と
も
に
、「
未
来

に
つ
な
ぐ
強
い
い
わ
み
ざ
わ
農
業
の
実
現
」
を
目
指

し
、
地
域
特
性
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
生
か
す
「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
の
地
域
実
装
を
進
め
、
農
作
業
の
効

率
化
は
も
と
よ
り
、
生
産
物
の
高
位
平
準
化
な
ど
付

加
価
値
向
上
に
基
づ
く
流
通
促
進
・
所
得
向
上
を
図

る
な
ど
、「
農
と
食
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る 

　

地
方
創
生
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み

　

地
域
特
性
を
生
か
し「
ス
マ
ー
ト
農
業
」の
地
域
実

装
に
よ
る
地
方
創
生
を
目
指
す
本
市
で
あ
る
が
、
そ

の
基
礎
的
な
組
織
体
制
と
し
て
、
平
成
25
年
1
月
、

農
業
生
産
現
場
が
抱
え
る
課
題
の
具
体
的
解
決
手
法

に
関
し
営
農
者
・
農
業
関
連
団
体
・
行
政
が
有
機
的

に
連
動
す
る
環
境
と
し
て
、
市
内
営
農
者
１
０
９
名

（
現
在
は
１
４
０
名
）
に
て
構
成
す
る
「
い
わ
み
ざ
わ

地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
）
農
業
利
活
用
研
究
会
」

を
設
立
し
た
。

　

同
研
究
会
に
お
け
る
議
論
等
に
お
い
て
、「
投
肥

や
投
薬
の
適
期
を
予
測
す
る
た
め
に
は
精
密
な
気
象

情
報
に
基
づ
く
予
測
情
報
が
必
要
」
と
い
う
営
農
者

ニ
ー
ズ
が
挙
げ
ら
れ
、
最
初
に
「
農
業
気
象
サ
ー
ビ

ス
」（
平
成
25
年
度
）を
市
で
独
自
に
構
築
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
市
が
市
内
13
カ
所
に
設
置

し
た
気
象
観
測
装
置
に
て
収
集
す
る
各
種
気
象
デ
ー

タ（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
）を
解
析
し
、
10
種
類
以
上
の
営

農
支
援
情
報
を
50
ｍ
メ
ッ
シ
ュ（
50
ｍ
×
50
ｍ
）単
位

で
有
償
提
供
（
サ
ー
ビ
ス
は
関
連
企
業
に
て
構
成
す

る「
岩
見
沢
市
農
業
気
象
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」に
よ
り

提
供
中
）
す
る
も
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
営

農
者
で
は
生
育
予
測
情
報
を
参
照
し
な
が
ら
、
例
え

ば
「
投
薬
希
釈
率
の
最
適
化
に
よ
り
資
材
購
入
費
が

30
％
削
減
さ
れ
た
」
な
ど
具
体
的
成
果
が
確
認
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
生
育
予
測
情
報
を
基
に
水
田
へ
の
水

入
れ
や
排
水
時
期
の
決
定
に
も
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
営
農
者
ニ
ー
ズ
を
基
に「
Ｒ
Ｔ
Ｋ
─

Ｇ
Ｐ
Ｓ
基
地
局
」（
平
成
25
年
度
）
を
市
内
３
カ
所
に

整
備
。
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
作
業
機
械
に
設
置
す

る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
対
し
、
誤
差
３
〜
５
㎝
程

の
高
精
度
な
測
位
情
報
を
配
信
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
播は
し
ゅ種
や
防
除
、
追
肥
等

の
作
業
効
率
化
や
正
確
性
が
確
保
さ
れ
、
活
用
す
る

営
農
者
の
分
析
で
は
、
最
大
で
50
％
の
時
間
短
縮
、

コ
ス
ト
削
減
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
前
述
し
た
研
究
会
や
北
海
道
大
学
農
学

部
、
関
連
企
業
等
と
の
連
携
の
も
と
、
さ
ら
な
る
効

率
化
に
向
け
た
利
活
用
検
証
や
普
及
啓
発
に
関
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
テ
レ
メ
ー
タ
・
テ

レ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
環
境
の
構
築
の
も
と
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の（
有
人
と
無
人
の
）協
調
作
業
や
完
全
自
動
走

行
実
現
に
向
け
た
検
証
を
は
じ
め
、
営
農
情
報
の
収

集
分
析
な
ど
、
い
わ
ゆ
る「
営
農
知
見
の
収
集
」に
よ

る
新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
や
作
業
の
重
複
改
善
に

向
け
た
効
率
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
、
さ
ら
な

る
開
発
・
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

有人/無人の協調作業
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ま
た
、
農
業
分
野
で
実
装
を
進
め
る
技
術
に
つ
い

て
、
特
別
豪
雪
地
帯
で
あ
る
本
市
の
課
題
克
服
に
向

け
た
利
活
用
の
実
証
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
設
置
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ガ
イ
ダ
ン
ス
設
備
を
除
排
雪
車
に
移
設
し
、
除
排
雪

時
の
走
行
ラ
イ
ン
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
業

効
率
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
除
排
雪
作
業
時

に
お
け
る
脱
輪
や
工
作
物
の
破
損
防
止
が
期
待
で
き

る
ほ
か
、
土
地
勘
の
な
い
オ
ペ
レ
ー
タ
へ
の
作
業
支

援
な
ど
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に
関
す
る
技
術
（
気
象

情
報
、
高
精
度
測
位
情
報
）
の
除
排
雪
分
野
へ
の
横

断
的
活
用
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
「
夏
は
農
業
、
冬
は
除
排
雪
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地

域
特
性
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
最
大
限
に
活
用
し
た

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
先
日
、
総
務
省

よ
り「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
地
域
活
性
化
大
賞
２
０
１
６
奨
励
賞
」

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
の
展
開

　

本
市
に
お
け
る「
ス
マ
ー
ト
農
業
」の
社
会
実
装
は
、

◦�

農
業
技
術
の
伝
承
な
ど
後
継
者
対
策
（
若
者
や
女

性
の
就
農
促
進
）

◦�

生
産
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
農
業
の
付
加
価
値
額
増
に

向
け
た
環
境
形
成

◦�

関
連
企
業
の
進
出
、
農
産
物
を
用
い
た
新
た
な
地

域
産
業
の
創
出

　

に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
の
地
方
創
生
の
具

体
化
に
不
可
欠
な
取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
し
て

い
る
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
普
及
や
導
入
を
目
指
す
技
術
と

し
て
、

◦�

作
業
省
力
化
に
向
け
、
準
天
頂
衛
星
等
を
用
い
た

自
動
操
舵
や
可
変
施
肥
機
な
ど
自
動
化
・
ロ
ボ
ッ

ト
技
術

◦�

生
産
物
の
品
質
安
定
化
に
向
け
、
ド
ロ
ー
ン
等
の

活
用
に
よ
る
圃ほ

じ
ょ
う場
等
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
効
率
的

収
集
や
Ａ
Ｉ
等
を
用
い
た
作
業
意
思
決
定
支
援
に

関
す
る
技
術

◦�

農
業
生
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
高
精
度
で

安
定
し
た
成
分
計
測
に
関
す
る
技
術

　

等
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
大
学
や
研
究
機
関
、
農

業
関
連
団
体
等
と
協
調
し
な
が
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
検
証

を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
実
装
を
具
体
化
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」に
関
す
る
取
り
組
み
と

平
行
し
、『「
農
」・「
食
」・「
健
康
」』の
連
動
に
よ
る

地
方
創
生
を
目
指
す
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
28
年
６
月
、
全
国
の
自

治
体
で
初
め
て「
健
康
経
営
都
市
」宣
言
の
認
定
を
受

け
た
岩
見
沢
市
と
し
て
、
農
業
生
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
基
づ
く
地
域
戦
略
で
あ
り
、
現
在
、
北
海
道
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
事
業
（
文
部
科
学
省
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）「
食
と
健
康
の
達
人
拠
点
」

に
自
治
体
で
唯
一
参
画
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
北
海

道
大
学
病
院
と
市
内
企
業（
食
品
加
工
業
）と
の
協
働

に
よ
る「
美
味
し
い
病
院
食
、
健
康
ス
イ
ー
ツ
」開
発

な
ど
産
学
官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
も
地
域
特
性
で
あ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
活
用
の
も
と
、「
農
・
食
を
軸
と
す
る
新

た
な
産
業
創
出
」
に
関
す
る
施
策
を
戦
略
的
に
実
践

し
な
が
ら
地
方
創
生
を
具
現
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

農業用GPSガイダンスを活用した除雪作業
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て

活
力
と
創
造
力
の
あ
る
ま
ち
の
実
現
へ

袋ふ
く
ろ
い井

市
長
（
静
岡
県
）　

原は
ら
だ田
英ひ

で
ゆ
き之

　

は
じ
め
に

　

平
成
24
年
、
総
務
省
が
進
め
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く

り
推
進
事
業
」
の
地
域
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
袋

井
市
の
「
災
害
時
支
援
物
資
供
給
機
能
を
有
す
る
６

次
産
業
化
コ
マ
ー
ス
基
盤
の
拡
充
に
よ
る
平
時
・

災
害
時
共
用
物
資
管
理
・
配
送
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
構
築
事
業
」
が
全
国
５
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て
採

択
さ
れ
た
。

　

大
変
長
い
事
業
名
だ
が
、
要
約
す
る
と
、「
モ
ノ
」

に
国
際
基
準
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
付
し
て
、
そ
の
「
モ

ノ
」が「
ど
こ
に
」「
ど
の
よ
う
な
状
態
」で
あ
る
の
か

を
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
平
常
時
に

は
、
農
業
振
興
に
役
立
て
、
災
害
時
に
は
、
支
援

物
資
の
最
適
な
供
給
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、「
袋
井
市
」
の
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
「
日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
を
標
榜
す
る
本
市
は
、

静
岡
県
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約
８
万
７
０
０
０

人
、
面
積
１
０
８
㎢
の
「
田
園
工
業
都
市
」
で
、
日

本
橋
か
ら
も
、
京
都
か
ら
も
27
番
目
の
「
東
海
道

五
十
三
次
ど
ま
ん
中
」
の
ま
ち
で
、
現
在
も
、
新
幹

線
、
東
海
道
本
線
、
東
名
高
速
道
路
、
国
道
一
号

線
等
の
主
要
交
通
路
が
市
を
東
西
に
横
断
す
る
な

ど
交
通
条
件
に
恵
ま
れ
、
企
業
の
立
地
が
す
す
ん

で
い
る
。

　

一
方
で
、
平
坦
な
地
形
と
温
暖
で
日
照
時
間
が

長
い
こ
と
か
ら
、
水
田
と
茶
畑
が
広
が
る
と
と
も

に
、
特
に
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
は
、
最
高
級
品
「
ク
ラ
ウ

ン
メ
ロ
ン
」
と
し
て
産
出
量
・
産
出
額
と
も
に
日
本

一
を
誇
り
、
近
年
で
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
輸
出
を

推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
る
継
続
的

な
宅
地
供
給
や
、
子
育
て
環
境
の
整
備
に
力
を
入

れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
の
大
合
併
以
後
も
、

人
口
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、
年
少
人
口
割
合
が

16
・
２
％
、
高
齢
化
率
が
22
・
７
％（
平
成
29
年
４
月

住
民
基
本
台
帳
）
と
県
下
で
も
指
折
り
の
「
若
い
ま

ち
」で
あ
る
。

　

取
り
組
み
の
背
景

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
背

景
に
は
、
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
２
つ
の
課
題
が

あ
っ
た
。

　

ひ
と
つ
に
は
、
本
市
に
お
い
て
も
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
と
新
規
就
労
者
の
僅
少
に
よ
る
深
刻

な
担
い
手
不
足
が
生
じ
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
や

空
き
温
室
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
、
省
力
化
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低
減
や
、

ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
で
収
益
性
を
高
め
、
も
う
か

る
農
業
、
魅
力
的
な
農
業
へ
進
化
さ
せ
、
就
農
意

欲
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
太
平
洋
沿
岸
に
位
置
し
、
南
海

ト
ラ
フ
等
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
に
襲
わ
れ
る
危

険
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
「
静
岡
県
第
４
次

地
震
被
害
想
定
」
で
は
、
死
者
６
０
０
人
、
家
屋
倒

壊
１
万
５
０
０
０
棟
、
避
難
者
数
は
人
口
の
３
分

3寄稿
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の
１
に
あ
た
る
２
万
５
０
０
０
人
に
の
ぼ
る
と
さ

れ
た
。

　

と
き
図
ら
ず
も
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難

所
で
生
活
物
資
や
医
薬
品
が
長
期
に
わ
た
り
不
足

す
る
傍
ら
で
、
支
援
物
資
が
集
積
所
に
長
期
間
山

積
み
さ
れ
て
い
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
は
、
求
め
ら
れ
る
「
モ
ノ
」
を
迅
速
に
、

必
要
な
場
所
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
現
状

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
内
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
農
業
生
産
や
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
て
い
る

株
式
会
社
大
和
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
推
進
す
る
慶
應
義
塾
大

学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
、
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
評
価
・

分
析
す
る
神
奈
川
工
科
大
学
と
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
設
け
て
実
施
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、「
モ
ノ
」
の
物
流
管
理
を
、

国
際
標
準
規
格
の
番
号
体
系
を
用
い
た
「
バ
ー
コ
ー

ド
」を
使
用
し
、
平
常
時
に
は「
農
産
物
」、
災
害
時

に
は
、「
支
援
物
資
」
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
共

通
の
情
報
基
盤
上
で
の
管
理
を
可
能
と
し
た
こ
と

で
あ
る
。

　

農
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
は
、
販
路
拡
大
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

を
連
携
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

　

実
証
実
験
の
段
階
で
は
、
多
店
舗
間
の
組
み
合

わ
せ
販
売
な
ど
に
よ
り
、
一
回
の
取
引
単
価
が
倍

増
す
る
結
果
や
、
生
産
農
家
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
簡
単
に
農
作
業
記
録
を
蓄
積
し
、
栽
培

履
歴
書
の
作
成
時
間
を
10
分
の
１
以
下
に
短
縮
す

る
結
果
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
購
入
し
た
農
産
物
に
添
付
さ
れ
る
「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
」
か
ら
、
消
費
者
が
、
栽
培
工
程
か
ら
手
元

に
届
く
ま
で
の
農
業
の
履
歴
や
輸
送
中
の
温
度
管

理
を
確
認
で
き
る
「
情
報
の
可
視
化
」
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
現
状
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
導
入
等

の
投
資
に
見
合
う
販
売
価
格
と
消
費
者
の
希
望
す

る
価
格
と
の
差
が
生
じ
る
た
め
、
既
存
の
流
通
シ

ス
テ
ム
か
ら
の
移
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
の
課
題
解

決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
平
成
24
年
に
は
市

独
自
で
、
平
成
25
年
に
は
、
本
市
と
同
様
に
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
採
択
を
受
け
た
、
三

鷹
市
、
塩
尻
市
の
協
力
を
得
て
、
支
援
物
資
の
供

給
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

災
害
支
援
物
資
の
ト
レ
ー
ス
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド

な
供
給
な
ど
に
つ
い
て
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
物
資
の
種

類
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
モ
ノ
」

と
バ
ー
コ
ー
ド
の
結
び
つ
き
を
ど
う
全
国
的
に
標

準
化
す
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題

　

近
年
、
産
地
偽
装
な
ど
食
品
の
安
全
面
で
の
信

頼
性
を
揺
る
が
す
事
態
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で

の
競
争
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
国
際
基
準
の
バ
ー

コ
ー
ド
や
電
子
タ
グ
を
用
い
て
品
質
情
報
等
を
ト

レ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
本
シ
ス
テ
ム
は
、
日

本
農
業
の
海
外
展
開
を
情
報
シ
ス
テ
ム
の
面
か
ら

後
押
し
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
興
国
の
富
裕
層
向

け
の
販
売
戦
略
な
ど
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
自
治
体
が
防
災
備
蓄
品
を
管
理
す
る
災

害
時
支
援
物
資
供
給
シ
ス
テ
ム
と
情
報
基
盤
を
共

有
化
す
る
こ
と
で
、
農
業
生
産
者
に
と
っ
て
、
農

支援物資供給訓練（平成26年）
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業
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
地
方
自
治
体
が
、
個
々
別
々
に
取
り

組
む
に
は
、
事
業
の
広
が
り
に
限
界
が
あ
る
こ
と

か
ら
国
や
県
の
レ
ベ
ル
で
の
実
証
実
験
の
実
施
と

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
の
テ
ー
マ
と
は
離
れ
る
が
、
本
市
が
取
り
組

む
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
ー
ズ
で
生
か
し

た
、
活
力
と
想
像
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
若
干
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
、
教
育
面
に
お
い
て
は
、
市
内
小
中
学
校
の

全
教
室
に
電
子
黒
板
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
整
備

す
る
こ
と
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
用
い
た
英
語
学
習
を
実
施
す

る
こ
と
な
ど
で
、
分
か
り
や
す
い
授
業
の
実
現
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
先
駆
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
践
と
し
て
、

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
市
内
の
全
中
学

校
に
配
備
し
、
論
理
的
思
考
力
や
創
造
性
を
は
ぐ
く

む
授
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
行
政
デ
ー

タ
の
２
次
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
連
動
し
た
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
サ
イ
ト

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
実
証
実
験

や
子
育
て
支
援
ア
プ
リ「
フ
ッ

ピ
ー
の
ポ
ッ
ケ
」な
ど
の
市
民

の
利
便
性
を
高
め
る
ア
プ
リ

を
順
次
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
。

　

事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

は
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
や
ス
カ
イ
プ
を
活
用
し
た

外
郭
施
設
と
の
朝
礼
の
同
時

実
施
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
平
成
31
年
に
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大
会
の
会
場

と
な
る
５
万
人
規
模
の
ス
タ
ジ
ア
ム「
エ
コ
パ
」が
あ

り
、
多
く
の
外
国
人
が
本
市
を
訪
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
ま
ち
の
国
際
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
公

共
サ
イ
ン
の
多
言
語
化
や
英
語
教
育
の
充
実
を
は
じ

め
公
共
施
設
や
主
要
観
光
拠
点
施
設
等
へ
の
Ｗ
ｉ
─

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
、
教
育
、
農
業
、
防
災
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
市
民
が
安
心
し
て
快

適
に
生
活
で
き
る
豊
か
な
街
づ
く
り
の
実
現
の
た
め

に
は
、
必
然
的
な
要
素
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「ふくろい子育て応援ナビ　フッピーのぽっけ」は、子育
て支援情報を入手できる無料の子育て支援アプリ

電子黒板付きプロジェクターによる授業風景
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
獣
害
の
な
い
安
心
安
全
な
島
づ
く
り

五ご
と
う島

市
長
（
長
崎
県
）　

野の
ぐ
ち口
市い

ち
た
ろ
う

太
郎

　

は
じ
め
に

　

五
島
市
は
九
州
の
最
西
端
に
位
置
し
、
長
崎
港
か

ら
西
方
海
上
約
１
０
０
㎞
の
五
島
列
島
の
南
西
部
、

福
江
島
を
は
じ
め
11
の
有
人
島
と
52
の
無
人
島
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
自
然
海
浜
や
海
蝕
崖
、
火
山
景
観

な
ど
複
雑
で
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
お
り
、

大
瀬
崎
の
断
崖
や
鬼お
に
だ
け岳

な
ど
の
景
観
は
特
に
美
し

く
、
ほ
ぼ
全
域
が
西
海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
気
候
は
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
て
年
間
平
均

17
・
６
度
と
温
暖
で
あ
る
が
、
台
風
の
常
襲
地
帯
で

あ
り
年
間
降
雨
量
は
２
６
４
２
㎜
と
多
い
。

　

現
在
本
市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
島
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
五
島
海
域
の
可
能
性
を

生
か
し
た
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

は
、
国
内
初
と
な
る
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
実
用

化
が
始
ま
る
な
ど
新
た
な
展
開
を
迎
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す

「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

に
、
教
会
を
含
む
２
つ
の
集
落
が
構
成
資
産
と
な
っ

て
お
り
、
登
録
実
現
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目

指
し
て
い
る
。

　

取
り
組
み
に
至
っ
た
背
景

　

本
市
に
生
息
す
る
野
生
動
物
は
九
州
本
土
と
共
通

種
が
多
く
、
大
型
獣
と
し
て
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
が
生

息
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
は
過
去
に
か
な
り
広
い
範

囲
に
生
息
し
て
い
た
が
、
福
江
島
中
央
部
で
は
明
治

時
代
に
、
三
井
楽
町
方
面
で
は
大
正
時
代
、
玉
之
浦

町
方
面
で
は
戦
前
に
絶
滅
し
た
と
さ
れ
、
久
賀
島
や

奈
留
島
で
も
大
正
時
代
に
絶
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
た

（
長
崎
県
生
物
学
会
編
１
９
８
１
）。
現
在
は
奈
留
島

や
久
賀
島
、
福
江
島
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
年
々
分

布
が
拡
が
っ
て
い
る
。
シ
カ
も
イ
ノ
シ
シ
と
同
様
に

明
治
以
降
の
乱
獲
等
に
よ
り
、
福
江
島
、
久
賀
島
、

奈
留
島
で
絶
滅
し
、
本
市
の
中
で
シ
カ
が
生
息
す
る

の
は
島
山
島
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
狩
猟
制

限
が
行
わ
れ
、
徐
々
に
生
息
数
が
回
復
し
玉
之
浦
町

や
三
井
楽
町
、
岐
宿
町
で
も
高
密
度
状
態
に
な
り
他

地
域
に
も
拡
が
り
つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年
ご
ろ
か
ら
シ
カ
に
よ
る
稲
苗
や
飼
料

作
物
、
大
豆
等
の
農
作
物
被
害
、
道
路
脇
か
ら
の
飛

出
し
に
よ
る
自
動
車
と
の
接
触
事
故
が
増
え
始
め
、

２
０
１
０
年
ご
ろ
か
ら
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
山
野
で

の
掘
り
起
し
、
石
垣
の
崩
落
等
生
活
環
境
被
害
、
近

年
で
は
水
稲
、
か
ん
し
ょ
等
農
作
物
に
も
被
害
が
及

ん
で
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
の
課
題

　

本
市
は
、
田
畑
よ
り
山
林
原
野
の
占
め
る
割
合
が

多
く
、
耕
作
放
棄
地
も
年
々
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
直

近
の
調
査
で
は
約
２
５
４
０
ha
が
耕
作
放
棄
地
と
判

定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
山
林
原
野
や
耕
作
放
棄
地

な
ど
が
耕
作
地
の
周
囲
を
取
り
囲
む
状
況
は
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
の
好
適
地
で
あ
り
、
農
作
物
被
害
を
及
ぼ

す
最
も
危
険
な
状
態
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市

は
四
方
を
海
に
囲
わ
れ
て
い
る
た
め
、
島
内
に
棲す

み
つ

く
イ
ノ
シ
シ
の
拡
大
を
防
止
す
る
柵
を
設
置
し
個
体

数
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
が
、
近
隣
離
島
か
ら
海
を

渡
っ
て
き
た
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず

被
害
が
増
え
続
け
て
い
る
。
一
方
、
捕
獲
体
制
は
猟

友
会
員
の
高
齢
化
や
こ
れ
ら
獣
類
の
捕
獲
者
の
人
材

不
足
な
ど
に
よ
り
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
自
然
増
加
ス

4寄稿
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ピ
ー
ド
に
捕
獲
が
追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用

遠
隔
操
作
に
よ
る
捕
獲

　

最
も
シ
カ
の
生
息
密
度
の
高
い
玉
之
浦
町
島
山
島

で
は
、
平
成
28
年
11
月
に
ク
ラ
ウ
ド
型
の
遠
隔
監

視
・
操
作
装
置
を
設
置
し
、
大
型
囲
い
わ
な
内
外
に

侵
入
し
て
き
た
シ
カ
の
画
像
デ
ー
タ
を
担
当
者
の
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
送
り
、
そ
の

画
像
を
見
な
が
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
わ
な
の

仕
掛
け
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
遠
隔
地
の
わ
な
映
像
を

端
末
で
監
視
・
操
作
を
行
う
こ
と
で
捕
獲
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
が
な
く
、
対
象
獣
以

外
の
錯
誤
捕
獲
の
心
配
も
な
い
。

統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　

総
務
省
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
推
進
事
業
」
の
採
択
を
受
け
現
在
計

画
中
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

や
わ
な
監
視
装
置
を
設
置
し
、
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
出
現
感
知
、
捕
獲

を
進
め
、
撮
影
さ
れ
た
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
で

一
元
管
理
し
、
正
確
な
生
息
域
お
よ
び
出
没

傾
向
を
分
析
・
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
農

作
物
被
害
や
住
民
・
建
屋
と
い
っ
た
生
活
環

境
圏
へ
及
ぼ
す
被
害
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
。

特
に
隣
接
す
る
島
か
ら
の
侵
入
に
よ
り
生
息

域
の
拡
大
が
起
き
て
い
る
福
江
島
に
お
い

て
、
管
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
適
切
な
捕
獲
頭

数
計
画
へ
反
映
さ
せ
、
被
害
低
減
と
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用

　

島
山
島
に
次
ぐ
シ
カ
高
密
度
地
域
の
荒

川
地
区
で
は
、
大
型
囲
い
わ
な
に
Ａ
Ｉ
ゲ
ー

ト
を
設
置
。
人
工
知
能
を
用
い
て
、
群
れ
で
行
動

す
る
シ
カ
を
一
度
に
複
数
頭
の
捕
獲
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
装
置
は
、
捕
ま
え
た
い
頭
数
を
装
置
に

記
憶
さ
せ
、
設
定
し
た
頭
数
以
上
の
獲
物
が
わ
な

に
侵
入
し
た
後
、
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
動
捕

獲
を
実
行
で
き
る
た
め
一
度
に
大
量
の
捕
獲
が
期

待
で
き
る
。

　

各
種
対
策
へ
の
メ
リ
ッ
ト

防
護
対
策

　

島
内
各
地
の
正
確
な
生
息
域
お
よ
び
出
没
傾
向
、

被
害
箇
所
を
把
握
・
一
元
化
し
実
態
に
即
し
た
最
も

効
果
的
な
防
護
柵
整
備
計
画
を
策
定
で
き
る
。
ま

た
、
自
衛
を
行
う
農
業
者
へ
の
防
護
柵
設
置
指
導
の

基
礎
資
料
と
な
る
。

捕
獲
対
策

　

捕
獲
情
報
が
実
施
隊
員
や
猟
友
会
に
メ
ー
ル
で
送

信
さ
れ
、
捕
獲
さ
れ
て
い
る
わ
な
に
時
間
の
ロ
ス
な

く
対
処
で
き
る
。
ま
た
、
遠
隔
操
作
で
捕
獲
す
る
こ

と
で
、
必
要
な
と
き
だ
け
捕
獲
で
き
る
よ
う
捕
獲
処

理
の
日
時
を
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
は
捕
獲
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
管
理
す
る

こ
と
で
、
被
害
防
止
計
画
の
捕
獲
計
画
や
予
察
計
画

等
へ
の
反
映
が
可
能
と
な
る
。

環
境
整
備

　

一
元
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
り
、
出
没
回
数
の

多
い
地
区
・
場
所
を
見
極
め
、
農
地
周
り
の
や
ぶ

や
耕
作
放
棄
地
を
除
草
す
る
な
ど
、
イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
が
嫌
が
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
る
。

種別
年度（平成） アマサギ アオサギ ゴイサギ 計 福江 奈留 久賀 計 福江 奈留 計

Ｈ１０年度 Ｈ１１年度 Ｈ１２年度 Ｈ１３年度 Ｈ１４年度 Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度

タイワンリス 208 0 385 2,504 2,331 2,007 1,614 1,090 1,706 1,977 2,268 2,222 2,333 2,516 2,296 1,822 1,949 2,512 1,512

ヒヨドリ イノシシ

農作物被害状況
鳥獣名

スズメ キジ

H27 H28（中間）

トビ 計

有害鳥獣捕獲実績
カモカラス

平成29年3月6日現在
シカ

H26 H25H24H23

サギ 野犬
１７年度
１８年度
１９年度
２０年度
２１年度
２２年度
２３年度
24年度
25年度
26年度
27年度
28年度

1,777
2,312
1,974
1,724
1,602
1,939
2,322
2,102
1,492
3,001
2,071
1,417

188
58
60
62
48
47
46
20
38
7

15
31

89
18
85
74
0

58
30
27
41
0

39
0

36
90

126
146
53
93
46
42
0
0
0

16

0
11
24

260
114
121
53
6
0
0
0

14

0
60

109
22
5

23
7
0
0
0
0
0

36
161
259
428
172
237
106
48
0
0
0

30

0
35
75

149
136
105
174
57
62
67
69
73

0
0

70
32
72

357
84

380
364
385
355
156

64
118
98

126
220
258
336

2
1
0

12
5

36
54

1
0
0

0
5

11
9

20
66

119
98

138
226
294
390

4
2
8

19
63
65

105
128
137
182
137
110
519

0
0
0
0
0

105
132
139
190
156
173
584

0
0
0
0
8
0
0
0
0
0
0
0

5
0
0
0
0

2,090
2,589
2,534
2,478
2,058
2,914
3,013
2,876
2,325
3,842
3,016
2,681

イノシシ
シカ
カラス
タイワンリス
スズメ
カモ
ヒヨドリ
サギ
キジ
ウサギ
合計

被害面積
(a)

被害量
(㎏)

被害金額
(千円)

被害面積
(a)

被害量
(㎏)

被害金額
(千円)

被害面積
(a)

被害量
(㎏)

被害金額
(千円)

被害面積
(a)

被害量
(㎏)

被害金額
(千円)

被害面積
(a)

被害量
(㎏)

被害金額
(千円)

被害面積
(a)

被害量
(㎏)

被害金額
(千円)

551
9,941

419
943
59
37

221

11
12,182

1,821
73,845
1,103
1,783

38
1,930

152

1,125
81,79

116
11,643

229
378

8
500
33

225
13,132

70
5,188

176
436

9
6,783

129
2

81
12,874

728
52,136

431
607
28

8,351
92
10

4,652
67,035

121
7,022

96
155

7
1,729

23
1

963
10,117

78
23,575

252
360

2,119

1
26,385

1,104
54,907

616
5,011

5,465

10
67,113

201
8,565

243
1,214

1,414

2
11,639

690
20,335

253

63
21,341

24,460
73,778

659

1,051
99,948

3,552
8,653

302

234
12,741

87
503
452

223
1

144

1,410

3,695
17,971
8,269

8,100
48

1,521

39,604

835
2,425

283

1,819
11

552

5,925

79
490

1,292
1

1,862

13,065
109,031
65,430

10

187,536

1,050
2,283
3,981

1

7,315
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特集　ICTと地域づくり 第3回 農業分野におけるICTの利活用

　

効
果
を
高
め
る
地
域
力

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
行
政
主
導
に
よ
り
拡
散
防

止
柵
の
設
置
、
猟
友
会
・
専
門
業
者
・
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
員
に
よ
る
捕
獲
活
動
、
柵
周
り
の
除
草
作

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
農

地
や
地
域
の
よ
り
良
い
環
境
を
作
り
出
す
に
は
、
地

域
住
民
に
情
報
を
配
信
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
行

政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
各
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
継
続
的
に
被
害
対
策
に
取
り
組
め
る
体
制
を
強
化

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
情
報
を
行
政

と
地
域
が
共
有
し
、
防
護
や
捕
獲
と
い
っ
た
実
践
ま

で
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
理
想
的
な
姿
と
い
え
る
。

そ
の
た
め
、
行
政
は
従
来
の
防
護
柵
や
狩
猟
免
許
取

得
費
用
等
へ
の
補
助
、
捕
獲
わ
な
の
貸
与
や
漁
網
の

無
償
配
布
を
継
続
的
に
行
い
、
猟
友
会
な
ど
の
関
係

団
体
と
連
携
し
て
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
地
域
に
向
け
て
は
、
正
し
い
鳥
獣
対

策
の
知
識
と
技
術
を
根
付
か
せ
「
自
分
の
ま
ち
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
高
い
意
識
を
持
つ
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
箇
所
の
点
検
か
ら
防
護
柵

の
設
置
、
捕
獲
ま
で
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
「
捕
獲

隊
」
の
設
置
に
向
け
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推
進

し
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
い
っ
た
地
域
の
取
り
組
み
こ
そ
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
効
果
を
高
め
地
域
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

本
市
で
は
旧
来
よ
り
シ
カ
、
近
年
に
な
り
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
実
際
の
被

害
は
も
と
よ
り
一
夜
に
し
て
被
害
を
受
け
た
こ
と
に

よ
る
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
と
営
農
意
欲
の
減
退
な

ど
、
農
業
者
は
長
年
に
わ
た
り
疲
弊
し
て
い
る
。
こ

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
対
象
地
域
に
設
置
し
た
各
種
セ
ン
サ
ー
か
ら

収
集
し
た
情
報
を
行
政
や
地
域
住
民
と
共
有
し
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
農
業
の
活
性
化
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
共
に「
田
畑
へ
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
」「
捕
獲
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
」「
落
石
や
掘
り
起
し
等
生
活
環

境
被
害
を
減
ら
す
」
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
、
獣

害
の
な
い
安
心
安
全
な
島
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

鳥獣捕獲装置

 

メール通知

モバイルネットワーク等

猟友会

住民

統合管理システム 

関連団体

等

管理部局

五島市

五島市猟友会

五島警察署

隣島展開

出没
情報 

柵 罠

カメラ

メール通知

センサで鳥獣の出現を
検知し、写真、動画撮影

鳥獣を捕獲し、捕獲情報を
写真付きでメール発信

画像を
メール発信

データ集約表示

実態調査用
センサカメラ

状況確認
情報管理
計画検討 等

地図上で鳥獣の出没傾向、
対策製品の設置状況を可視化

五島市鳥獣被害
対策実施隊

長崎県
五島振興局

統合管理システムの活用

遠隔操作による捕獲


